
緒　　　言

　離床センサーとは，患者がベッドから身体を

離した際，あるいは床に足をついた際に感知

し，起き上がる前や立ち上がる前に転倒や転落

を防ぐ目的で設置されている装置のことであ

る。離床センサーには体動センサー，床マット

センサー，体幹安全ベルト，ベッド柵センサー

などがある１-３）。

　離床センサーの設置対象となるのは，筋力低

下や骨関節機能低下，脳機能障害等でふらつき

やすい患者や，不穏状態の患者，認知機能障害

などによりナースコールを押せない，あるいは

押さない患者に使用される場合が多い３-５）。離

床センサーの使用により，転倒転落事故の件数

の減少や予防に効果的であることが報告されて

いる６-８）。また，車椅子乗車中の不穏患者の動

き出しの早期発見，看護師の心理的ストレスの

軽減が認められたとの報告もみられる９, １０）。

　一方，患者は離床センサー使用に対して監視

されていると思うケースもあり１１-１３），離床セン

サーは患者にとって身体拘束にもなるため，そ

の導入に当たっては身体拘束の３要件である切

迫性，非代替性，一時性について検討する必要

がある。「身体拘束ゼロ作戦」では，身体拘束

のないケアの実現に向け，医療施設や介護保険

施設で様々な取り組みが進められてきた１４）。離

床センサーの使用について，高齢患者の多い医

療施設の看護師では，患者を管理している・束

縛しているといった倫理面での難しさや，使用

に至る判断に迷いを生じるとの報告もみられ１５），

離床センサーの導入に当たっては，看護業務や

看護管理の在り方及びこれらが職員へ及ぼす影

響についても考慮が求められる。

　先行研究では，離床センサーの転倒予防効果

が示されたが，離床センサーの使用と看護業務

・看護管理に関する職員の認識を踏まえた検討

は十分になされていない。そこで，本研究では，

医療施設の看護師を対象に，離床センサー使用
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状況と職員のストレスおよび看護管理・看護業

務に関わる職務満足度の関連について明らかに

することを目的とした。

方　　　法

１．用語の定義

　本研究では『離床センサー』とは，調査対象

施設が使用しているものから使用頻度の高い

「コールマット」，「ベッドコール」，「体動セン

サー」，「その他」を含むものとした。

２．対象者

　対象は，A県内の医療施設２施設における看
護師２３０名とした。平成２５年７月から８月にお

いて留置質問紙調査を行った。

３．調査内容

　調査内容は『基本属性（年齢・性別・勤務年

数・資格）』，『看護師の離床センサー使用状況

と認識』，『職場におけるストレス』，『職務満足

度』であった。

　『看護師の離床センサー使用状況（８問）と

認識（１問）』は計９問で，①「対象者に離床

センサー使用時の説明と同意の実施の有無（は

い /いいえ）」，同意に「はい」と答えた場合，
方法として「文書」又は「口頭」について尋ね

た。②「離床センサーの使用の有無（はい /
いいえ）と離床センサーの種類」については，

使用に「はい」と回答した場合，用語の定義に

示した「コールマット」，「ベッドコール」，「体

動センサー」，「その他」の種類について尋ね

た。③「離床センサーを使用した理由」につい

て先行研究４, ８）を参考に，既往歴（４項目），

身体的機能障害（８項目），精神的機能障害

（８項目），活動状況（７項目），薬剤（１２項

目），排泄（５項目），病状（２項目）の７要因

４６項目について質問した。④「離床センサーの

感知時間帯」は「０～６時」「６～１２時」「１２～

１８時」「１８～２４時」，⑤「離床センサー感知の要

因」として「起き上がり」「寝返り」「衣服着

脱」「手遊び」「患者自らクリップを外してしま

う」「その他」，⑥離床センサーの使用が転倒予

防につながったかについて「離床センサーの効

果（はい /いいえ /どちらでもない）」，⑦
「離床センサー導入の判断」として「自分で判

断した」「他の人に相談の上で判断した」「カン

ファレンス」，⑧離床センサーによる転倒転落

の早期発見によるスタッフの「心理的ストレス

の軽減（はい /いいえ /どちらでもない）」に
ついて問うた。⑨「離床センサー使用の認識」

について，「患者の安全を優先する」，「患者は

ストレスを感じている」，「患者の人権侵害であ

る」，「迷ったら設置しておく」，「危険を感じた

ら早めに設置する」，「患者の自尊心を大切にし

たい」，「抑制に関わるのでつけたくない」，「使

用の必要はなかったと思う」の８項目について

当てはまるもの全てを尋ねた。

　『職場におけるストレス』は，福田ら１６）が

開発した職場ストレッサー尺度を用いた。本尺

度は「業務遂行に伴う重責」６項目，「上司・

同僚との葛藤」５項目，「多忙・業務過多」４

項目，「患者ケアに関する葛藤」４項目，「看護

に関する無力感」３項目の５因子計２２項目から

なる。各項目に対する回答は「いつもある」を

５点とし，「ない」を１点とし，点数が高いほ

どストレスを感じていると判断される。

　『職務満足度』については尾崎ら１７）による

看護婦の職務満足度尺度のうち「看護管理」１０

項目と「看護業務」６項目の２因子計１６項目を

用いた。各項目に対する回答は「全くそうだ」

６点から０点または「全くそうでない」０点か

ら６点の７段階尺度とし，点数が高いほど満足

度が高い。

４．分析方法

　各項目について単純集計を行った。また，職

場ストレッサー，職務満足度について２群間の

差を検討するためｔ検定を行った。統計処理に

は統計解析ソフト SPSS２１.０Jを使用した。
５．倫理的配慮

　本研究は，奈良県立医科大学医学部看護学科

の研究審査委員会の審査を受け，承認を得て実

施した。研究参加者にはアンケート配布前に研

究依頼書を用いて文書および口頭で，研究目的

・協力依頼内容・倫理的配慮について説明を行

った。質問紙は個人のプライバシー保護のため

無記名とし，調査票への回答をもって研究に対

する同意が得られたものとした。調査票の回収

に当たっては個々に厳封してもらい第３者が閲

覧できないように回収した。
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結　　　果

１．対象者の背景

　対象者２３０名のうち１９７名（８５.７％）から回答
があり，このうち有効回答数は１９５名（８４.８％）
であった。勤務病棟は，整形外科病棟５０名

（２５.６％），脳外科病棟４９名（２５.１％），外科病棟
１８名（９.２％），神経内科病棟３１名（１５.９％），内
科病棟３８名（１９.５％），療養病棟９名（４.６％）
で あ っ た。性 別（n＝１９４）は 女 性 が１７９名
（９２.３％），男性１５名（７.７％）で，平均年齢は
３４.０±９.３歳（２０～５６歳），平均臨床経験年数は
１１.１±９.３年（０.３～３５年）であった。
２．離床センサーの実施状況

　離床センサーの使用について「離床センサー

を使用したことがありますか」と尋ねたところ，

「有り」が１９１名（９７.９％），離床センサーを使用
するときの説明（n ＝１９２）は１８９名（９６.９％）が
行い，同意（n ＝１９２）は１８９名（９６.９％）が得
ており，同意の方法は「文書」１４２名（７２.８％），
「口頭」が１１２名（５７.４％）（重複回答あり）であ
った。

　使用した離床センサーの種類は「体動センサ

ー」１８３名（９３.８％），「コ ー ル マ ッ ト」１８２名
（９３.３％），「ベッドコール」１４３名（７３.３％）で
あった。その他では「トレスコール」１２名

（６.２％），「センサーバー」４名（２.１％），「タッ
チコール」「ベッドサイドセンサー」２名

（１.０％）等がみられた。
　離床センサーを使用した理由として，７要因

において最も多かったのが「精神的機能障害」

の１８９名（９６.９％）であり，次いで「既往歴」
が１４７名（７５.４％），「身体的機能障害」が１２２名
（６２.６％），「活動状況」が１１０名（５６.４％），「排泄」
が８６名（４４.１％），「薬剤」が８７名（４４.６％），最
も少なかったのが「病状」の１９名（９.７％）であ
った。また，各要因の４６項目では「精神的機能

障害」の不穏行動（６０.０％），認知症（５６.４％），
理解力低下（４７.７％），見当識障害（４１.５％），
判断力低下（３９.０％），「既往歴」の転倒既往
（５１.８％），転落既往（４３.１％）で特に高い割合
を占めた（重複回答あり）（表１）。

　離床センサー使用時の感知時間帯について
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表１．離床センサー使用の要因別項目　　N＝１９５

％項目要因％項目要因

３４.４移動時介助

活動状況

５１.８転倒既往

既往歴
４.１姿勢異常４３.１転落既往

１５.４寝たきり４.６失神痙攣

１４.９付属品（管）がある３.６脱力発作

１０.３麻薬

薬剤

７.２視力障害

身体的
機能障害

１０.３鎮痛剤２.６聴力障害

３０.８睡眠薬２１.０麻痺

１６.４向精神薬４.６感覚障害

７.７下剤２７.７筋力低下

４.６降圧薬４.６骨・関節異常

９.７利尿薬３４.４ふらつき

１.５血糖降下剤１１.３突進歩行

１.０抗血小板剤２７.７意識混濁

精神的
機能障害

９.７抗パーキンソン病薬４１.５見当識障害

１.０抗凝固剤５６.４認知症

３.１抗癌剤２.６うつ状態

１３.８頻尿

排泄

３９.０判断力低下

２０.０夜間頻尿４７.７理解力低下

２５.１排泄介助２９.２注意力低下

１１.３失禁６０.０不穏行動

３.１排泄に時間を要す２６.２車椅子を使用

活動状況 ４.６貧血
病状

１６.９杖を使用

４.１発熱１５.９歩行器を使用



は，「１８～２４時」が８２名（４２.１％）と最も多く，
次いで「０～６時」が５５名（２８.２％），「１２～１８
時」３８名（１９.５％），「６～１２時」３７名（１９.０％）で
あった。離床センサー使用時における感知の要

因では，「起き上がり」が１７９名（９１.８％）と最
も多かった。次いで「寝返り」１１１名（５６.９％），
「患者自らクリップを外してしまう」９２名

（４７.２％），「その他危険行動」５０名（２５.６％），
「手 遊 び」３４名（１７.４％），「衣 服 着 脱」２９名
（１４.９％）であった（重複回答あり）。離床セン
サー導入の判断は「カンファレンス」が１１９名

（６１.０％）と最も多く，「他の人に相談の上で判
断した」が１１６名（５９.５％）であり，「自分で判
断した」は３２名（１６.４％）と最も少なかった
（重複回答あり）。

３．離床センサーの効果

　離床センサーの使用が転倒予防につながった

かどうか質問したところ（n ＝１８８），「はい」
が１４８名（７８.７％）と最も多く，次いで「どち
らともいえない」が３８名（２０.２％），「いいえ」
が２名（１.１％）であった。離床センサーによ
る転倒転落の早期発見により職員の心理的スト

レスが軽減したと感じるかどうかを質問したと

ころ（n ＝１８６），最も多かったのは「どちらと
もいえない」の１０４名（５５.９％）であった。次い
で「はい」が６２名（３３.３％）であり，最も低か
ったのは「いいえ」の２０名（１０.８％）であった。
４．離床センサー使用に関する認識

　離床センサー使用に関する認識８項目につい

ては，「患者の安全を優先する」が１８６名

（９５.４％）と最も多く，次いで「危険を感じた
ら早めに設置する」が１７５名（８９.７％），「患者
はストレスを感じている」が１３３名（６８.２％），
「患者の自尊心を大切にしたい」８０名（４１.０％）
であった。一方，最も少なかったのは「使用の

必要はなかったと思う」２名（１.０％）であっ
た（重複回答あり）。

５．離床センサー使用とストレスおよび看護管

理・看護業務との関連

　「職員の心理的ストレスの軽減」，「患者はス

トレスを感じている」，「患者の自尊心を大切に

したい」と職場ストレッサーについて関連の有

無を検討した結果，「患者はストレスを感じて

いる」について「はい」と回答した群において

「多忙・業務過多」に関するストレスが有意に

高く（p ＝０.０３３），「患者の自尊心を大切にした
い」について「はい」と回答した群において

「患者ケアに関する葛藤」が有意に高かった

（p＝０.０１７）（表２）。
　また，職務満足度（看護管理・看護業務）と

離床センサーの転倒防止の効果，離床センサー

導入の判断との関連について検討を行った。転

倒防止の効果について「いいえ」と回答したも

のが２名と少なかったため，「はい」（n ＝１４１），
「どちらでもない」（n ＝３６）の２群間で検討し
た結果，転倒防止の効果について「はい」と回

答した群で看護管理に関する職務満足度が有意

に高い結果が認められた（p ＝０.００３）。一方，
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表２．職場ストレッサ―と関連する要因

職場ストレッサ―尺度

看護に関する
無力感

患者ケアに
関する葛藤

多忙・
業務過多

上司・同僚と
の葛藤

業務遂行に
伴う重責職員の心理的ストレスの軽減

８.３±２.９１２.０±３.８１３.８±４.０１１.６±４.１１８.５±４.８はい（n ＝６１）
８.７±３.１１２.５±１.２１４.９±３.２１３.７±４.３１９.０±４.３いいえ（n ＝２２）
０.６３０.３７３０.３０３０.０５７０.６９７P値

患者はストレスを感じている

８.３±２.５１２.２±３.１１４.６±３.３１２.４±４.２１８.４±４.９はい（n ＝１３０）
８.６±３.１１２.２±３.４１３.４±３.８１１.９±４.２１７.５±５.０いいえ（n ＝５９）
０.５１６０.９７６０.０３３*０.４５３０.２３０P値

患者の自尊心を大切にしたい

８.５±２.５１２.９±３.３１４.２±３.５１２.６±４.０１８.３±５.０はい（n ＝７７）
８.３±２.９１１.７±３.０１４.２±３.５１２.０±４.４１８.０±４.９いいえ（n ＝１１２）
０.６３７０.０１７*０.９７３０.３２８０.６２１P値

＊ p＜０.０５ｔ検定



離床センサーの導入の判断では自分で判断した

に「いいえ」と回答した群で看護管理・看護業

務の得点が高かったが有意差はみられなかった

（表３）。

考　　　察

　本研究の結果から，医療施設において大部分

の看護師が説明・同意の下に離床センサーを使

用した経験がみられた。離床センサーの種類と

しては，体動センサー，コールマットが多く，

ベッド上での動きやベッドからの離床をすぐ察

知することができる離床センサーが用いられて

いた。また，使用理由として精神的機能障害に

関わる不穏行動，認知症，理解力低下，判断力

低下などが高い割合を示していたが，これらは

先行研究１８）と同様の結果であり，今後，認知

症患者の増加が見込まれる状況下では，対策を

講じない限り医療施設における離床センサーの

使用についても増えていくことが懸念される。

感知時間帯については，「１８～２４時」約４割，

「０～６時」約３割と夜勤帯が多くを占めてい

たが，これらの時間帯は職員配置数も少ないこ

とから，センサー感知時の対応が多く生じるこ

とも回答の多い一因と考えらえる。

　離床センサーの使用が転倒予防につながった

かどうか質問したところ，「はい」が１４８名

（７８.７％）と最も多く，先行研究と同様の結果
が得られている４, ７）ことから，離床センサーの

使用は転倒予防に効果的であると捉える職員が

多いことが明らかとなった。また，離床センサ

ー導入の判断は「カンファレンス」が１１９名

（６１.０％）と最も高く，「他の人に相談の上で判
断した」が１１６名（５９.５％）であったことから，

離床センサー導入の判断は複数の職員で慎重に

判断されていると考えられる。

　離床センサーによる転倒転落の早期発見によ

り職員の心理的ストレスが軽減したと感じるか

どうかを質問したところ，最も高かったのは

「どちらともいえない」の１０４名（５５.９％）であ
り，離床センサーによりその都度ベッドからの

離床を発見でき，その場では転倒を予防できて

も離床センサーだけでは対応しきれない転倒も

あることや，離床センサーの使用は身体拘束に

もなるため１５），一概に職員の心理的ストレスが

軽減できるともいえず，「どちらでもない」と

した回答が多かったのではないかと考えられ

る。また，離床センサーに対する認識と職場ス

トレッサーとの関連については，「患者はスト

レスを感じている」と「多忙・業務過多」，「患

者の自尊心を大切にしたい」と「患者ケアに関

する葛藤」で有意差が認められ，患者のストレ

スへの察しや自尊心への配慮が強い程，多忙・

業務過多や患者ケアに関する葛藤も強く表れて

いた。また，「職員の心理的ストレスの軽減」

で「いいえ」と回答したものは少なかったが，

これらの群では「はい」と回答した群に比較し

て「多忙・業務過多」をはじめとして職場スト

レッサー尺度の全ての下位尺度においてストレ

スが高い傾向にあった。このことから，離床セ

ンサーの使用が心理的ストレスを軽減しないと

する群では，職場におけるストレスについても

高いことが推測され，職場におけるストレス軽

減へ向けて，離床センサーの使用の中止へ向け

た取り組みを検討することも重要である。

　さらに，離床センサーの転倒予防に対する効

果と職務満足度については，転倒予防の効果が
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表３．職務満足度（看護管理，看護業務）との関連

職務満足度

看護業務看護管理転倒防止の効果

１２.８±５.２３１.０±７.５はい（ n＝１４１）
１２.６±４.３２６.７±７.７どちらでもない（n ＝３６）
０.８５６０.００３＊＊P値

導入の判断；自分で判断した

１２.１±５.６２８.５±６.５はい（n ＝３２）
１３.０±４.９３０.７±７.９いいえ（n ＝１５３）
０.３５５０.１４４P値

＊＊ p＜０.０１ｔ検定



あるとした群で「看護管理」の得点も高かっ

た。「看護管理」とは仕事の手順，人事の方針，

これらの方針を決定するに当たってのスタッフ

の参加を示している。このことから離床センサ

ーの転倒予防効果が認識された状況下では，看

護管理の職務満足度も高く，患者の安全を安心

して守ることができていることによる満足度の

表われとも評価できる。一方で，離床センサー

は身体拘束の一種であり，患者の ADLの妨げ
となる弊害があることから，離床センサー解除

へ向けた取り組みもなされており，解除基準運

用後に転倒は起きなかったとする報告もみられ

る１９）。

　以上のことから，使用に至る判断に迷いを生

じ，患者のストレスへの察しや自尊心への配慮

の強さと多忙・業務過多や患者ケアに関する葛

藤に関するストレスがみられる一方で，転倒防

止の効果と看護管理に関わる満足との関連があ

ったことから，今後は職員のストレスを軽減す

るような支援や，看護管理に関して解除に向け

た取り組みの中において転倒予防が図れること

も考慮した上で，離床センサーの慎重な導入お

よび中止へ向けた解除への取り組みについて検

討していく必要がある。
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Relationships between use of bed-exit sensor and nurses’ stress and job 
satisfaction with nursing management and duties

Seira TAKAYOSHI ＊ and Miho MATSUI ＊ ＊

J. Natl. Def. Med. Coll.（2017）42（2）：67 － 73　

　Abstract: This study examined the relationship between use of bed-exit sensors and nurses’ 
stress and job satisfaction levels on their nursing management and duties. A total of 230 nurses 
from two hospitals completed a questionnaire comprising items concerning the awareness and 
use of bed-exit sensors and its relationship with stress and job satisfaction.
The main reason bed-exit sensors were used was that the patients were mentally disabled. 
Additionally, 78.7% thought using bed-exit sensors prevented a fall, and 33.3% responded that the 
usage reduced stress experienced by the staff. Significant relationships were observed between 
consideration of patient stress and busyness (p = 0.033), respect for patient self-esteem and 
conflict of patient care (p = 0.017), and the effect of fall prevention and nursing management (p 
= 0.003).
These results suggest that staff awareness regarding use of bed-exit sensors is related to their 
stress levels and their satisfaction with nursing management.

　Key words:　　 bed-exit sensors　　／　　stress　　／　　nursing management


